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土
佐
教
会

同
志
社
と
士
佐
の
関
係
を
象
徴
す

る
ス
ポ
ッ
ト
が
、
あ
る
。
一
局
知
市
与

力
町
1
士
佐
教
会
な
ら
ぴ
に
、
併

置
す
る
聖
泉
幼
稚
園
の
入
り
口
で
あ

る
。
「
後
藤
象
二
郎
先
生
誕
生
之
地
一

碑
が
立
つ
。

こ
の
教
会
は
、
現
在
は
Π
木
キ
リ

ス
ト
教
団
に
所
属
す
る
。
戦
前
ま
で

は
「
日
本
組
合
教
会
」
と
い
う
同
志

社
系
の
教
団
に
加
入
し
て
い
た
。
創

立
は
、
 
1
8
8
7
年
。
組
合
教
会
系

と
し
て
は
、
円
国
で
は
今
治
や
舩
山

な
ど
に
次
い
で
古
い

教
会
(
な
ら
ぴ
に
聖
泉
幼
稚
園
)

か
ら
1
5
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
雜
れ
た

所
に
は
、
板
垢
退
助
の
誕
生
地
も
あ

り
、
そ
こ
に
も
記
念
碑
が
立
つ
。
後

藤
は
一
歳
違
い
の
板
垣
と
は
幼
友
だ

ち
で
、
い
ず
れ
も
腕
白
児
で
あ
っ
た

士
佐
教
会
と
付
属
幼
稚
園
が
、
板

垣
綴
生
地
に
も
近
い
後
藤
の
誕
生

地
跡
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
な
ん
と

も
奇
し
き
こ
と
で
あ
る
。
土
佐
伝
道

』

ー'.、

「同じ志」で結ばれた兄弟社
同志社と立志社
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太
郎
で
あ
る
。
自
由
民
権
運
動
に
も
肩
入
れ
し

て
い
た
の
で
、
板
垣
と
も
一
荒
が
あ
っ
た
中

川
は
、
早
く
か
ら
神
戸
で
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー

ド
の
宣
教
師
と
接
触
し
、
 
J
 
・
 
C
 
・
ベ
リ
ー
や

W
 
・
テ
ィ
ラ
ー
と
い
っ
た
医
療
宵
一
教
師
を
岡
山

に
招
娚
し
て
い
た
。

板
垣
は
、
こ
の
中
川
か
ら
宣
教
師
を
紹
介
さ

れ
た
。
神
戸
に
い
た
J
・
L
・
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン

で
あ
る
。
板
垣
は
彼
を
一
局
知
に
招
い
た
 
1
8

7
8
年
5
月
に
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
は
、
村
上
俊
吉

(
兵
庫
教
会
牧
師
)
を
伴
っ
て
、
土
佐
入
り
し
た

板
畑
は
、
彼
ら
を
「
立
志
社
」
に
滞
在
さ
せ
て
、

伝
遭
を
支
援
し
た
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
は
、
立
志

社
を
根
城
に
、
力
月
ほ
ど
滞
在
し
て
、
説
教

や
キ
リ
ス
ト
教
書
籍
、
聖
書
の
販
売
、
配
付
に

植
木
枝
盛
や
栗
原
亮
一
と

努
め
た

時
に
は
、

つ
た
民
権
家
と
並
ん
で
、
演
壇
に
立
っ
た

、L政
談
と
説
教
が
同
居
す
る
不
可
思
議
な
演
説
会

で
あ
っ
た
(
拙
著
新
島
襄
の
交
遊
覗
頁
、

思
文
閣
出
版
、
 
2
0
0
5
年
)
。
 
9
月
に
は
、

逆
に
植
木
が
同
志
社
に
立
ち
寄
っ
た
愛
国
社

再
興
大
会
(
大
阪
)
に
参
加
し
た
際
に
、
京
都

に
足
を
延
ば
し
た
も
の
で
、
 
9
月
部
日
は
山
本

カ
く
ま

覚
馬
、
つ
い
で
翌
日
は
同
志
社
を
訪
ね
、
新
島

襄
と
面
談
し
た
(
植
木
枝
盛
日
記
螂
頁
)

ー
ー
ー

が
そ
も
そ
も
、
こ
の
板
加
の
提
唱
で
開
始
さ
れ

た
こ
と
を
思
、
?
と
、
」
.
層
、
そ
の
感
を
強
く
す

る
。
一
島
城
迫
手
門
内
に
そ
ぴ
え
る
板
畑
退
助

の
巨
大
な
像
か
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
開
拓
者
の

イ
メ
ー
ジ
な
ど
、
ま
る
で
察
知
で
き
な
い

体
、
何
が
あ
っ
た
の
か

高
知
伝
道
と
板
垣
退
助

仕
掛
け
人
は
、
岡
山
県
庁
の
匝
昌
、
中
川
横

そ
の
後
、
し
ぱ
ら
く
は
キ
リ
ス
ト
教
の
空
白

期
が
続
い
た
 
1
8
8
3
年
に
お
よ
ん
で
、
新

島
襄
が
動
い
た
。
板
垣
に
宛
て
て
手
紙
を
寄
せ
、

大
阪
教
会
で
牧
師
を
務
め
る
同
志
社
の
卒
業
生

つ
わ
て
ろ

(
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
ひ
と
り
)
、
宮
川
経
郷
を

一
県
に
派
遣
す
る
の
で
、
協
力
し
て
ほ
し
い
、

と
訴
え
た
。
「
来
春
、
即
日
問
ほ
ど
御
宅
に
泊

め
て
い
た
だ
き
、
伝
道
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」

と
い
う
の
で
あ
る
(
新
島
襄
全
集
』
三
、
馴

S
筋
頁
)
。
こ
の
要
請
は
、
実
は
追
伸
で
あ
る

1
、
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本
文
は
と
一
言
え
ぱ
、
さ
な
が
ら
板
加
に
対
す

る
伝
週
文
書
め
く
。
キ
リ
ス
ト
教
入
倫
を
篤
く

の

勧
め
て
い
る
。
「
剛
下
之
御
心
を
新
二
す
る
こ
そ

急
務
中
の
急
務
」
と
説
く
。
「
閣
下
二
し
て
、

新
心
を
得
、
新
民
と
な
ら
る
る
な
ら
は
、
晝

開
下
之
大
業
、
邱
家
之
福
祉
と
存
候
」
面
削
)
。

返
書
の
存
在
は
、
不
明
で
あ
る
。
板
垣
が
そ

の
後
、
入
信
念
又
洗
)
し
た
事
・
笑
は
な
い
。
宮

川
が
士
佑
仏
遭
に
出
向
し
た
杉
跡
も
な
い

ー
、
、
)
、

組
合
教
会
が
士
佐
仏
遭
を
再
開
す
る
の
は
、
な

お
し
ぱ
ら
く
時
闇
を
要
す
る
。
士
佐
教
会
の
設

立
も
、
そ
う
で
あ
る
。

集
』
二
、
 
5
頁
)
。

翌
年
の
1
8
8
1
年
7
月
、
新
島
は
有
長

た
臼
の
、
.
/
,
こ
、
コ

り
,
」
:
J

階
坊
)
で
立
志
社
の
古
沢
滋
、
竹
内
綱
(
吉
田

茂
の
父
)
の
ふ
た
り
と
面
談
し
た
。
そ
の
際
、

高
知
に
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た

学
校
設
立
の
そ
の
後
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、

キ
リ
ス
ト
教
系
の
立
志
社
英
学
校
、
あ
る
い
は

同
志
社
上
佐
分
校
が
四
国
に
出
来
る
可
能
性
が
、

小
ノ
な
く
と
も
現
実
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る

逆
に
、
こ
の
時
の
面
談
で
、
新
島
は
卒
業
生

の
吉
田
作
弥
(
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
ひ
と
り
)

を
士
佐
伝
遭
に
派
遣
す
る
こ
と
を
古
沢
た
ち
に

約
束
し
た
(
「
新
島
襄
全
集
八
、
窃
S
劉
頁
)

ど
う
や
ら
、
立
志
社
の
方
か
ら
伝
遭
師
派
遣
の

要
請
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
神
戸
英
和
女
学
校
(
現
神
戸
女
学

院
)
教
員
で
あ
っ
た
吉
田
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
、
高
知
県
人
の
徳
弘
善
明
と
高
知
で
夏
期

伝
道
を
行
な
っ
た
立
志
社
か
ら
は
、
種
々
の

便
宜
を
図
っ
て
も
ら
え
た
立
志
社
の
名
前
入

,
コ
よ
一
ワ
+
J
/

り
の
提
灯
を
備
り
て
、
仏
遭
が
で
き
た
と
い
う

山
羔
社
は
、
板
珀
の
姿
勢
か
ら
も
分
か
る
よ
う

キ
リ
ス
ト
教
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
覚
え
て
い

に
、た
(
新
島
襄
の
交
遊
観
頁
)
。

当
時
、
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
小
崎
弘
道
牧
師

同
志
社
と
立
志
社

城
し
た
会
沌
瀋
士
に
混
じ
っ
て
、
西
軍
と
銃
撃

戦
を
繰
り
広
げ
た
女
性
が
、
山
本
八
重
(
後
の

暫
叩
八
重
)
で
あ
る

立
志
社
が
出
来
た
翌
年
(
1
8
7
5
年
)

1

月
、
新
自
載
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
盲
教

師
と
し
て
、
大
阪
に
赴
任
し
て
き
た
。
お
り
し

も
2
月
に
は
、
「
大
阪
△
需
」
が
開
か
れ
、
ア

メ
リ
カ
で
旧
知
と
な
っ
た
木
戸
孝
允
や
伊
藤
博

文
と
も
再
会
で
き
た
 
3
同
、
ム
系
の
決
議
に

従
い
、
下
野
し
て
い
た
木
戸
孝
允
と
板
垣
退
助

は
、
と
も
に
参
議
に
復
帰
し
た
。
新
島
は
こ
の

木
戸
か
ら
、
板
垣
の
こ
と
を
聞
く
機
会
が

寺
、
あ
っ
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

Ⅱ
月
に
い
た
つ
て
、
京
都
に
キ
リ
ス
ト
教
学

校
が
日
の
目
を
見
た
。
同
志
社
英
学
校
で
あ
る

学
生
が
立
志
社
の
メ
ン
バ
ー
と
混
同

時
に
は
、

さ
れ
、
当
局
か
ら
危
険
分
子
と
見
な
さ
れ
る
こ

と
も
あ
つ
た
。

立
志
社

板
垣
退
助
が
士
佐
に
民
権
結
社
、
ヱ
羔
社
」

を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
 
1
8
7
4
年
4
月
円
日

で
あ
っ
た
。
円
年
で
消
滅
し
、
現
在
、
中
央
公

園
に
記
念
碑
が
立
つ
。
発
足
の
際
に
恊
力
し
た

の
は
、
片
岡
健
占
、
植
木
枝
盛
、
林
有
造
と
し

つ
た
自
由
民
椛
家
で
あ
る
。
初
代
社
長
は
片
岡

で
、
か
つ
て
の
戊
辰
戰
争
で
は
、
板
垣
の
指
揮

下
で
従
軍
し
た
儒
一
は
、
士
佐
藩
電
指
令
、

東
山
遭
先
鋒
総
督
府
会
詠
と
し
て
、
会
津
攻
撃

の
指
蝉
を
と
り
、
ム
葎
鶴
ケ
城
を
攻
め
た
籠

と
、
リ
气
L
ん
ど
、
リ

同
志
社
と
立
志
社
両
社
は
、
持
ち
つ
持

た
れ
つ
の
関
係
を
保
っ
た
。
記
録
で
見
る
限
り
、

新
島
が
立
志
社
に
初
め
て
言
及
す
る
の
は
、

1

8
8
0
年
春
の
説
教
中
で
あ
る
(
『
暫
型
裳
全



が
編
集
、
出
版
す
る
忠
公
椛
誌
も
、
「
聞

く
哘
に
衣
れ
バ
、
板
胴
一
君
ハ
川
蘇
教
を
深
く
イ

仰
し
」
と
さ
え
報
じ
る
(
【
暫
製
の
交
遊

観
頁
)
。
創
業
者
同
士
の
繋
が
り
か
ら
、
Π
儿
弟

社
と
し
て
の
鑾
糧
が
、
窮
え
る
。

ー
く
一
一
●

新
島
襄
と
板
垣
退
助

し
た
が
っ
て
、
板
炳
一
か
1
8
8
2
年
4
月
に

岐
阜
で
刺
客
に
製
わ
れ
た
際
、
新
島
が
予
定
を

変
更
し
て
、
「
大
坂
尋
ラ
ス
、
直
二
」
帰
宅
し
、

翌
日
、
大
津
飯
け
つ
け
た
の
も
、
冑
然
で
あ

る
。
つ
い
で
大
阪
に
も
わ
ざ
わ
ざ
出
向
き
、
「
板

』
U
い

坦
ノ
眼
前
二
於
テ
」
ミ
ル
ク
・
セ
ー
キ
を
作
り
、
2
S

飲
ま
せ
て
い
る
(
新
島
襄
全
集
五

ま

凶
頁
)
。
あ
る
い
は
、
両
者
が
あ
い
見
え
る
の
は
、

こ
の
事
件
適
後
か
初
め
て
か

「
以
前
か
ら
の
お
知
り
合
い
で
す
か
」
と
学

生
に
聞
か
れ
た
新
鳥
は
、
「
い
や
、
わ
が
国
の

.

.

.

た
め
に
尽
く
す
、
と
い
う
同
じ
志
を
持
っ
た
人

だ
か
ら
、
見
獅
っ
た
」
と
答
え
た
(
新
島
襄

の
交
遊
』
、
川
頁
。
傍
点
は
本
井
)
。
新
島
に
し

て
み
れ
ぱ
、
そ
れ
以
前
か
ら
「
同
じ
志
」
(
ワ
ン
・

ろ
を
持
つ
立
昂
の
人
」
で
あ
っ
た

パ
ー
パ

か
ら
こ
そ
、
見
俳
い
に
急
き
ょ
、
駆
け
つ
け
た

の
で
あ
ろ
う

さ
ら
に
新
島
は
、
同
年
9
月
に
も
、
東
京
(
芝

高
輸
)
の
後
藤
象
二
郎
宅
に
赴
き
、
板
垣
と
面

談
し
て
い
る
(
一
新
島
襄
全
集
』
五
劇
頁
)
。

反
対
に
、
翌
年
2
同
に
な
る
と
、
立
志
社
力
ら

3
人
(
鳥
本
楠
弥
太
ら
)
が
、
新
島
宅
を
訪
ね

て
い
る
(
同
前
五
、
噺
頁
)
要
件
は
不
明
で

ノ

/

、

あ
る
が
、
新
島
・
板
垣
を
軸
に
し
た
相
互
の
交

流
の
深
さ
が
、
窺
え
る
後
藤
と
は
、
 
1
8
8

8
年
に
も
陸
奥
宗
光
の
邸
で
面
談
し
て
い
る

年
末
に
は
大
学
設
立
の
た
め
に
1
0
0
円
の
寄

附
が
、
後
藤
か
ら
同
志
社
に
振
り
込
ま
れ
た
(
同

前
五
勘
頁
、
棚
頁
)

ム

紀
行
 
9

翫
誕

ノノ
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土
佐
伝
道
を
め
ぐ
る
抗
争

板
頃
に
戻
る
と
、
 
1
8
8
4
年
に
至
る
や
、

植
木
枝
盛
や
片
岡
健
吉
ら
と
共
に
、
そ
れ
ま
で

の
ス
タ
ン
ス
を
変
え
る
。
組
合
教
会
だ
け
で
な

く
、
一
糧
に
拠
点
を
匙
く
長
老
派
教
会
に
も
、

一
島
伝
遭
の
機
会
を
新
た
に
与
え
始
め
た
の
で

あ
る
。
同
派
か
ら
は
さ
っ
そ
く
、
Ⅱ
村
に
G

H
 
・
 
F
 
・
フ
ル
ベ
ヅ
キ
ら
が
、
そ
し
て
翌
年
1

月
に
は
植
村
正
久
と
い
っ
た
有
力
者
が
現
地
入

り
を
し
て
、
伝
遭
の
足
固
め
を
行
な
っ
た

植
村
は
信
徒
宅
で
伝
適
集
会
を
開
く
方
で
、

後
楽
館
(
旧
立
志
社
)
で
週
2
回
、
旧
自
由
党

員
た
ち
に
削
奔
を
誠
義
し
た
令
福
音
新
報
』

1
8
8
5
年
2
月
4
旦
。
こ
の
成
果
が
、
今

の
一
弗
教
会
(
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
)
の
設
立

(
1
8
8
5
年
)
に
つ
な
が
る
。
最
初
の
受
洗

ナ
'
上
ひ
ろ

者
の
中
に
は
、
片
岡
健
吉
や
坂
本
直
寛
と
い
っ

た
、
か
つ
て
の
有
力
な
立
志
社
社
員
が
含
ま
れ

る
。
坂
本
は
、
坂
本
郡
お
甥
で
あ
る
。
坂
本

九
く
■

家
は
、
沢
辺
琢
磨
(
後
述
)
と
並
ん
で
、
一
人

の
{
示
教
者
を
早
く
に
生
み
出
し
た
こ
と
に
な
る

士
佐
は
、
戊
辰
戦
争
の
「
勝
ち
組
」
だ
け
に
、

キ
リ
ス
ト
^
川
^
に
向
^
う
^
^
は
、
「
色
<
け

組
」
に
比
べ
て
比
岐
的
細
い
。
そ
の
中
で
は
、

高
知
教
会
の
動
き
は
、
特
異

で
あ
る
。

長
老
派
に
ょ
る
士
佐
伝
遭

の
開
始
は
、
士
佐
伝
道
で
先

于
を
と
っ
た
組
合
教
会
(
新

島
襄
)
に
と
っ
て
は
、
ヤ
キ

モ
キ
さ
せ
ら
れ
る
動
き
で
あ

つ
た
。
教
派
問
の
先
陣
争
い

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
、
発
生

し
か
ね
な
か
っ
た
そ
の
結

果
土
佐
伝
遭
は
い
っ
そ
(
後

発
の
)
長
老
派
教
会
に
委
ね

て
、
同
志
社
は
手
を
引
い
た

ら
ど
う
か
、
と
い
う
声
ま
で
上
が
っ
た

歴
史
的
な
経
緯
を
重
く
見
る
新
島
か
ら
す
れ

ぱ
、
撤
退
す
る
理
由
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。

新
島
は
あ
く
ま
で
も
強
気
で
あ
っ
た
。
伝
道
は

継
続
さ
れ
た
。
同
志
社
系
の
士
佐
教
会
は
、
高

知
教
会
に
遅
れ
る
こ
と
2
年
に
し
て
、
よ
う
や

く
組
織
さ
れ
た

立
志
社
か
ら
長
が
ふ
た
り

新
鳥
は
、
士
佐
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
得
ら
れ

な
い
ま
ま
、
 
1
8
9
0
年
1
月
に
大
磯
で
死
去

し
た
。
後
継
者
人
事
は
、
雌
航
し
た
。
結
局
、

同
志
社
社
長
(
今
の
総
長
)
を
継
い
だ
の
は
、
「
熊

本
バ
ン
ド
」
の
小
崎
弘
道
で
あ
る
。
彼
以
降
も
、

そ
う
で
あ
る
。
第
八
代
ま
で
の
7
人
の
社
長
に

限
れ
ば
、
実
に
5
人
を
数
え
る
。
残
る
二
人
が
、

士
佐
人
で
あ
る
。
し
か
も
、
い
ず
れ
も
信
徒
で

は
あ
っ
た
が
、
同
志
社
の
卒
業
生
で
は
な
い

こ
れ
は
、
き
わ
め
て
異
色
で
あ
る
。
气
L
し
げ
、
"
臭
L
よ
、
、

そ
の
二
人
と
は
、
第
四
代
の
西
原
清
東
と
第

五
代
の
片
岡
健
吉
で
、
板
坦
退
助
の
か
つ
て
の

同
志
で
あ
る
。
彼
ら
は
立
志
社
の
活
動
家
と
し

て
、
自
由
民
権
運
動
に
従
事
し
、
自
由
の
確
立

の
た
め
に
戦
っ
た
闘
士
で
あ
っ
た
。
西
原
は
、 西原清東肖像画(秋田直躬画、同志社チャペル)
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立
志
社
が
発
足
し
た
3
年
後
に
、
同
社
に
入
社

し
た
。
後
に
弁
護
士
を
経
て
、
衆
議
陟
議
員
と

な
る
。
そ
の
問
、
天
満
教
会
(
同
志
社
系
)
で

洗
礼
を
受
け
、
信
徒
と
な
る
。

こ
う
し
た
異
色
人
事
の
決
め
手
は
、
何
か

多
分
に
政
治
的
な
配
慮
が
あ
っ
た
。
大
隈
重
仏

や
伊
藤
博
文
ら
政
界
の
要
人
が
、
人
事
に
絡
ん

だ
(
拙
苫
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
2
0
0
年
』

怖
頁
)
西
原
か
同
志
社
社
長
の
時
板
圧
は

祠
志
社
を
訪
ね
、
チ
ャ
ペ
ル
で
講
演
を
し
て
ぃ

る
(
新
鳥
襄
の
交
遊
』
獅
頁
)
。
新
島
の
こ
と

が
、
脳
裏
を
か
す
め
た
で
あ
ろ
う
。

西
原
は
社
長
を
片
岡
に
託
し
、
 
2
年
半
で
辞

職
し
、
渡
米
し
た
杣
乢
袈
に
入
学
し
た
の
で

あ
る
。
同
志
礼
社
長
か
ら
神
学
生
へ
の
鮮
や
か

な
転
身
で
あ
る
後
半
生
は
、
テ
キ
サ
ス
で
農

場
を
開
き
、
米
の
栽
培
に
取
り
組
ん
だ

し
た詞
志
社
か
ら
は
、
 
8
人
が
葬
儀
に
赴
い
た

J
.
D
.
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
も
、
そ
の
ひ
と
り
で
あ

つ
た
。
直
接
に
弔
意
を
表
し
た
ば
か
り
か
式

後
小
冊
子
な
が
ら
、
英
文
で
片
岡
の
略
歴
、

《
ミ
§
《
ミ
ミ
(
一
四
0
ご
を
出
版
し
た
「
衆

議
院
議
長
と
教
会
長
老
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぱ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
な
ら
、
長
老
を
取
る
」
と
い

つ
た
発
言
の
紹
介
を
は
じ
め
(
ヤ
.
小
)
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
政
治
家
片
岡
の
面
目
が
躍
如
と
す
る

内
容
で
あ
る
。
片
岡
と
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
が
、
公
私

に
わ
た
っ
て
か
な
り

親
密
な
」
除
を
続
け

て
い
た
こ
と
も
、
判

明
す
る
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
が
執

筆
し
た
伝
記
は
、
ほ

か
に
は
新
島
伝
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
デ

イ
ヴ
ィ
ス
の
傾
倒
振

り
が
、
窺
え
る
。

側
議
会
の
初
代
議

長
で
も
あ
っ
た
片
岡

は
、
銅
像
と
な
っ
て
、

県
議
会
の
玄
関
前
に

片
岡
健
吉
衆
議
院
議
長
の
ま
ま
鼎
心
社
社
艮
を

、

方

邪
務
し
た
片
岡
は
、
衆
目
の
期
待
を
集
め
て
の

就
任
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
病
気
が
ち
の
た

め
に
、
こ
れ
と
い
う
成
果
を
生
む
問
も
な
く
、

就
任
1
年
半
後
に
、
現
職
の
ま
ま
古
剣
で
死
広

立
っ
今
に
至
る
歴
代
の
同
志
社
社
長
.
総
長

し

N

ナ

の
中
で
、
等
身
大
の
像
は
、
新
島
七
五
三
太
像

(
函
館
)
を
除
け
ぱ
片
岡
だ
け
で
あ
る
。
生
誕

地
(
市
内
本
町
二
丁
同
)
に
は
、
「
片
岡
健
吉

先
生
誕
生
の
地
」
碑
が
立
つ
。
説
明
文
は
、
「
ま

た
、
基
督
教
徒
で
あ
り
、
同
志
社
社
長
を
つ
と

め
た
」
で
結
ぱ
れ
て
い
る
晩
年
の
片
岡
は
、

遠
か
ら
ず
政
界
の
仕
事
を
す
べ
て
清
算
し
、
全

身
を
同
志
社
に
捧
げ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
、
と

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
伝
え
る
(
ヤ
巴

片
岡
を
社
長
に
迎
え
た
時
、
新
島
八
重
は
ま片岡健吉像(1制知県庁前)

畜知



だ
健
在
で
あ
っ
た
か
つ
て
会
津
戦
争
で
応
戦

し
た
敵
手
が
、
い
ま
や
亡
き
連
れ
合
い
の
後
釜

に
据
え
ら
れ
た
こ
と
を
な
ん
と
思
っ
た
こ
と
だ

ろ
、
つ自

由
が
仞
り
結
ぶ
兄
弟
社

^
'
^
^
^
^
^
圖
^
^
^
^
^
つ
^
^
^
^
^
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
で
あ
る
。
江
戸
で
英
語
を
修
行

中
、
新
島
は
刀
次
郎
の
指
導
を
一
堂
け
た
つ
い

で
、
坂
本
幣
御
の
甥
、
沢
辺
琢
磨
で
あ
る
。
「
時

計
取
得
事
件
」
で
江
戸
か
ら
迫
放
さ
れ
、
函
館

で
神
官
と
な
っ
て
い
た
時
、
新
島
と
出
会
い
、

皙
お
密
出
国
を
下
引
き
し
た

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
の
新
島
は
、
士
佐
の

自
由
民
権
家
た
ち
と
好
ん
で
交
流
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
政
治
と
宗
教
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
自

由
へ
の
誌
河
か
ら
で
あ
ろ
う
。
板
垣
と
並
ん
で
、

た
力
く

植
木
枝
盛
と
四
除
も
、
深
か
っ
た
(
一
局
久
嶺

之
介
「
新
島
襄
と
自
由
民
椛
家
の
群
像
」
脚
頁
、

同
志
社
編
『
新
島
襄
1
近
代
日
本
の
先
覚
者

晃
堂
晨
 
1
9
9
3
年
)
。

く
し

誓
楢
蔵
の
「
辱
知
姓
名
簿
」
(
住
所
録
)

に
は
、
板
坦
退
助
を
始
め
、
古
沢
滋
、
片
岡
健

吉
、
植
木
枝
盛
な
ど

周
知
の
名
前
が
出
る

植
木
の
死
後
、
同
志

社
大
学
図
書
館
へ
彼

の
旧
蔵
書
、
「
植
木

文
庫
」
が
寄
贈
さ
れ

た
。
同
志
社
大
学
図

書
館
報
、
『
び
ぶ
り

お
て
か
』
(
二
、

1

9
7
8
年
2
月
)
にι

は
、
「
こ
の
文
庫
が
、

な
ぜ
、
同
志
社
に
寄

贈
さ
れ
た
か
に
つ
い
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C
 
C
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冷

口
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仁
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C
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昏

、
.
と
一

冒
 
E

ロ
ー

゛

、

6
 
.
C

仁
姦
0

1

、

て
は
不
明
」
と
あ
る
が
、
来
る
べ
く
し
て
来

た
文
庫
で
は
な
か
ろ
う
か

高
知
市
の
自
由
民
権
資
料
館
(
鷹
匠
町
二
丁

目
)
の
入
り
口
脇
、
さ
ら
に
は
立
志
社
跡
碑
に

寄
り
そ
う
よ
う
に
、
「
自
由
は
士
佐
の
山
間
よ

り
(
出
づ
)
」
と
掘
ら
れ
た
石
碑
が
目
に
つ
く

ボ
ス
ト
ン
で
「
自
由
人
」
と
な
っ
て
帰
国
し

た
新
島
に
し
て
み
れ
ば
、
板
垣
や
植
木
を
始
め

と
す
る
民
権
家
と
は
、
双
互
の
士
俵
や
士
壌
は

違
う
も
の
の
ス
ク
ラ
ム
が
組
め
る
相
手
で
あ

つ
大新
島
が
目
指
し
た
同
志
社
は
、
自
由
教
育
(
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
)
を
軸
に
し
た
自
由
人

養
成
学
校
だ
っ
た
。
「
神
な
き
民
権
」
に
は
批

判
的
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
点
、
立
志
社
は
多

少
と
も
キ
リ
ス
ト
教
に
理
解
を
示
す
政
治
結
社

と
思
わ
れ
た
。

R

新
島
は
彼
ら
を
真
の
「
同
志
」
(
ワ
ン

ろ
と
す
る
べ
く
、
立
志
社
と
の
関
係
を

叉
重
く
見
た
の
で
は
、
な
か
ろ
う
か

一
僻
と
上
佐
の
兄
弟
社
は
、
つ
か
の
冏
の
蜜

月
を
楽
し
ん
だ
か
の
よ
う
で
あ
る
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